
205

教育実習への取り組み（第二報）
― 保健体育編 ―

川井　明・宮﨑 光次・笠原 利英・阿久根英昭 
  清水 安夫・武田 一・田中 千晶
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１．はじめに

平成 12 年度の文学部健康心理学科健康科学コースの入学生から始まった保健体育科の
教職課程も 8年目をむかえる。改組に伴って本年度の健康心理学科健康科学コースの 4年
生が最後の教職課程となり、平成 21 年度からは、健康福祉学群健康科学専修の学生が中心
に教職課程を履修することになる。その他、これまで言語コミュニケーション学科、総合
文化学科、経済学部、経営政策学部に所属する学生や、科目等履修生も僅かではあるが履
修している。現在、教育実習［以下、実習］に関する全般の手続きや実習校との連絡等の
業務は、教職センターで行っているが、保健体育科の教職課程に関する教科教育は、健康
福祉学群健康科学専修［以下、本専修］で行われている。
保健体育科の実習は、平成 15 年度から 38 名の学生でスタートし、平成 16 年度には 36
名、平成 17 年度 44 名、平成 18 年度 38 名、平成 19 年度 45 名、そして平成 20 年度には
55 名の学生が行い、年々増加の傾向にある。（図 1参照）この増加の傾向を踏まえて、本
専修では、保健体育科教育法の複数クラスの開講や、授業時間の配置、新たな科目の新設
などを協議しながら、保健体育科教員養成の組織的な指導・支援体制の整備と、実習への
主体的な取り組みが進められていることは、「教育実習への取り組み－保健体育編－」１）で
紹介した。実習の一連の教育は、実習前の「事前指導」、実習中の「訪問指導」、実習後の
「事後指導」が行われている。前回の「教育実習への取り組み－保健体育編－」では、事前
指導の取り組みとして、「直前勉強会」や「個別指導」を中心に報告した。今回は、2007
年度と 2008 年度に行われた「訪問指導」を中心に報告する。
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図 1．保健体育科教育実習の派遣学生数の年次推移

２．訪問指導の実施状況

訪問指導では、実習校の校長や副校長、実習担当教諭、指導教諭等と訪問指導者が面談
し、実習生の学習指導や生活指導、課外活動指導等の学校活動全般の取り組みの様子を伺
う。また、研究授業を参観し、その後に研究授業を振り返りながらの指導を行うことが一
般的である。訪問指導の役割は、実習生へのその場の指導だけではなく、実習校からの情
報や意見交換などは、実習生の事後指導にも繋がる。更には、今後の大学における教員養
成においても貴重な財産となり、実習校と大学が連携する重要な役割を持つ。
他大学では、すべての実習生を対象に訪問指導を行う例もあるが、本学においては、本
学を基点とした 50km圏内の実習校を対象に訪問指導が行われている。保健体育科では
2007 年度に 45 名の実習生に対して 19 名、2008 年度には 55 名の実習生に対して 39 名の訪
問指導が行われた。2年間でみると 100 名の実習生に対して、58 名の実習生へ訪問指導を
行っている。図 2のように、現在は実習校が東京と神奈川に集中している傾向にあるため
58％の訪問指導が行われているが、全国的に実習校が分散すれば、実施率が下がることが
考えられる。本専修では、7名の専任教員で年間に一人当たり、平均で 5回程度の訪問指
導を実施している。
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図 2　2007 年度・2008 年度の実習生派遣地域

３．教育実習訪問指導報告書

2007 年度より、訪問指導を行った際には、「教育実習訪問指導報告書」［以下、報告書］
（資料 1・2参照）を作成し、専修内で蓄積することとした。これは実習生の活動や実習校
からの意見を記録し、蓄積することで、今後の保健体育科教員を養成するうえでの指針に
するためである。
実習校の授業予定や学校行事などと、訪問指導者の訪問可能な日時を調整することは容
易ではないが、一般的に実習期間の後半に行われる研究授業に合わせて訪問することが常
である。実習で身に付けた学習指導力の成果を発揮するのが研究授業であり、訪問指導を
行うには最適である。研究授業で使用された学習指導案やプリントなどの副教材もまた、
今後の教員養成に役立つことから、報告書と共に蓄積している。その蓄積した学習指導案
は、健康福祉学群の実習支援センターで自由に閲覧させているが、最近では教職課程の学
生が、学習指導案作成のトレーニングをするために、参考にしている姿をよく見かけるよ
うになった。
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４．考察

報告書には「（1）学習指導に関すること　※良かった点や今後に期待したい点など」、
「（2）実習校からのアドバイス　※その他、生徒指導や課外活動など実習全般に関して」、
「（3）その他」の 3項目が設けられている。（資料 1・2参照）
（1）は、訪問指導者が研究授業を参観した所見が記述される。（2）は、実習校からの実
習活動全般におけるアドバイスなどが記述される。（3）は、（1）と（2）以外に当てはま
るものが自由に記述される。
今回は、2007 年度と 2008 年度の報告書における（1）と（2）の項目に記述されたすべ
てを書き出して、KJ 法を用いて分類しカテゴリーを抽出して考察した。
カテゴリーについては、教材研究や指導案作成、教材や体育用具の準備、授業デザイン
などの、授業実施以前のマネジメント能力に関するもので、「事前に～」「予め～」「～を準
備している」「～を用意している」「～を知っている」などの表現が使われている記述を「授
業運営能力」とした。また、授業中の分かり易い質問や助言、指示、説明などの、実践能
力に関するもので「～ができる」などの表現が使われている記述を「授業実践能力」とし
た。そして、怪我や体調不良などに対する予知や事故を対処するための能力に関する記述
を「安全管理能力」とする。更には生徒への冷静な対応、信頼関係の構築等、教師として
心得ておくべきことに関する記述を「教師の心得」として、凡そ 4つのカテゴリーを抽出
した。
そして、表 1のように、各カテゴリーの記述を訪問指導者の所見と実習校からのアドバ
イスを二分し、保健と体育の分野ごとに「良い点」と「今後の課題」に分類した。
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表
1　
報
告
書
内
容
の
分
類

カ
テ
ゴ
リ
ー

学
習
指
導
に
関
す
る
訪
問
指
導
者
の
記
述

学
習
指
導
に
関
す
る
実
習
校
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

評 価
分 野

n
≪
　
具
　
体
　
例
　
≫

n
≪
　
具
　
体
　
例
　
≫

授
業
運
営
能
力

　
教
材
研
究
、
指
導
案
作
成
、
教
材
や
体
育
用

具
の
準
備
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
、
主
と
し

て
授
業
実
施
以
前
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

良 い 点

保 健
15
・
教
科
書
以
外
に
も
文
献
や
新
聞
を
準
備
し
て
い
た
。

・
学
習
カ
ー
ド
の
利
用
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。

7
・
独
自
に
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
理
解
し
易
く
し
て
い
た
。

・
新
聞
な
ど
か
ら
身
近
な
話
題
と
し
て
内
容
を
理
解
さ
せ
て
い
た
。

体 育
11
・
試
合
に
独
自
の
ル
ー
ル
を
設
け
、
短
時
間
に
運
動
量
を
得
た
。

・
授
業
の
時
間
配
分
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

8
・
事
前
に
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
す
る
な
ど
積
極
的
に
準
備
し
て
い
た
。

・
グ
ル
ー
プ
分
け
を
予
め
行
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
授
業
展
開
で
あ
る
。

課 題

保 健
26
・
教
科
書
の
解
説
を
す
る
だ
け
の
一
方
通
行
の
授
業
で
あ
っ
た
。

・
多
く
の
こ
と
を
取
り
入
れ
て
、
消
化
不
良
で
あ
る
。

17
・
教
材
研
究
が
不
十
分
で
内
容
の
理
解
が
出
来
て
い
な
い
。

・
指
導
案
の
作
成
が
で
き
な
い
。

体 育
7
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
を
張
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
得
点
板
の
操
作
を
理
解
し
て
い
な
い
。

8
・
競
技
規
則
を
理
解
し
て
い
な
い
。

・
基
礎
的
な
動
き
は
師
範
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

授
業
実
践
能
力

　
授
業
中
の
分
か
り
易
い
質
問
や
助
言
、指
示
、

説
明
等
、
主
と
し
て
授
業
中
の
実
践
能
力
 

良 い 点

保 健
7
・
板
書
が
丁
寧
で
あ
り
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

・
教
室
を
巡
回
し
な
が
ら
ク
ラ
ス
を
掌
握
し
て
い
た
。

4
・
生
徒
を
巻
き
込
ん
で
飽
き
の
来
な
い
参
加
型
授
業
で
あ
っ
た
。

・
全
体
と
個
人
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
問
し
て
い
た
。

体 育
17
・
説
明
す
る
際
に
は
生
徒
を
座
ら
せ
て
指
示
を
し
て
い
た
。

・
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
話
が
出
来
て
い
た
。

12
・
運
動
部
員
を
上
手
に
活
か
し
て
い
た
。

・
指
導
の
目
的
を
達
成
で
き
て
い
た
。

課 題

保 健
8
・
板
書
に
誤
字
・
脱
字
が
多
い
。

・
声
が
小
さ
く
全
体
的
に
聞
き
づ
ら
い
。

7
・
決
ま
っ
た
生
徒
に
し
か
発
問
し
な
い
。

・
同
じ
内
容
の
授
業
で
も
板
書
が
異
な
っ
て
い
た
。

体 育
8
・
笛
を
う
ま
く
使
用
で
き
て
い
な
い
。

・
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
動
い
た
ほ
う
が
良
い
。

6
・
指
示
し
た
後
に
生
徒
の
動
き
を
見
ず
に
評
価
し
な
い
。

・
黙
っ
て
い
る
時
間
が
長
い
。

安
全
管
理
能
力

　
怪
我
や
体
調
不
良
な
ど
に
対
す
る
予
知
や
事

故
を
対
処
す
る
た
め
の
能
力

良 い 点

保 健
2
・
教
室
内
の
換
気
や
空
調
ま
で
気
を
配
っ
て
い
た
。

・
授
業
前
に
教
室
内
の
清
掃
状
況
を
確
認
し
机
を
整
列
し
た
。

0
・
な
し
。

・
な
し
。

体 育
4
・
授
業
前
後
に
体
調
の
確
認
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
た
。

・
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
怪
我
の
防
止
に
努
め
て
い
た
。

3
・
準
備
体
操
を
入
念
に
行
っ
て
い
た
。

・
生
徒
に
運
動
強
度
を
確
認
し
な
が
ら
行
っ
て
い
た
。

課 題

保 健
2
・
気
分
の
悪
い
生
徒
に
し
ば
ら
く
気
付
か
な
か
っ
た
。

・
教
室
か
ら
勝
手
に
退
室
し
た
生
徒
に
気
付
か
な
か
っ
た
。

0
・
な
し
。

・
な
し
。

体 育
12
・
視
野
が
狭
く
全
体
へ
目
を
配
ら
ず
一
箇
所
に
関
わ
り
す
ぎ
。

・
ボ
ー
ル
が
数
個
転
が
っ
て
お
り
危
険
で
あ
る
。

4
・
だ
ら
し
な
く
体
操
着
を
着
用
し
て
い
る
生
徒
に
指
導
し
な
い
。

・
授
業
前
後
に
体
調
の
確
認
を
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

教
師
の
心
得

　
生
徒
へ
の
冷
静
な
対
応
、
信
頼
関
係
の
構
築

等
、
教
師
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
こ
と

良 い 点

保 健
3
・
授
業
内
容
か
ら
生
徒
に
今
後
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
促
し
た
。

・
制
服
の
乱
れ
を
正
し
忘
れ
物
が
な
い
か
確
認
し
て
い
た
。

4
・
教
壇
上
で
姿
勢
が
良
い
。

・
授
業
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
名
前
を
全
て
覚
え
て
い
た
。

体 育
11
・
授
業
前
後
の
挨
拶
を
し
っ
か
り
意
識
し
て
い
た
。

・
次
の
授
業
へ
遅
れ
な
い
よ
う
に
指
示
し
て
い
た
。

6
・
早
く
教
場
へ
移
動
し
て
生
徒
を
む
か
え
て
い
た
。

・
運
動
が
苦
手
な
生
徒
に
一
生
懸
命
に
指
導
し
て
い
た
。

課 題

保 健
4
・
活
気
が
あ
る
授
業
と
ふ
ざ
け
た
授
業
を
履
き
違
え
て
い
る
。

・
寝
て
い
る
生
徒
を
指
導
し
て
い
な
い
。

7
・
生
徒
質
問
を
聞
き
流
し
て
い
た
。

・
授
業
中
の
言
葉
遣
い
が
雑
で
あ
る
。

体 育
7
・
授
業
中
の
言
葉
遣
い
が
雑
で
あ
る
。

・
授
業
後
ボ
ー
ル
が
落
ち
て
い
る
な
ど
用
具
の
管
理
。

4
・
運
動
の
苦
手
な
大
人
し
い
生
徒
へ
配
慮
が
欲
し
い
。

・
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
な
が
ら
授
業
し
な
い
よ
う
に
。

そ
の
他

15
・
非
常
に
熱
心
な
指
導
教
諭
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

・
教
育
実
習
校
訪
問
連
絡
票
を
提
出
せ
ず
に
実
習
を
行
っ
て
い
た
。
9
・
生
徒
は
授
業
料
を
払
っ
て
い
る
の
で
本
気
の
学
生
を
派
遣
願
う
。

・
事
前
で
大
学
で
指
導
案
は
作
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

n:
記
述
数

15
9

10
6
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５．まとめと今後の課題

2007 年度と 2008 年度に行われた訪問指導の報告書をKJ 法により分類し、4つのカテゴ
リーを抽出した。図 3のようにカテゴリーごとに記述数を比較すると、訪問指導者と実習
校側ともに「授業運営能力」に関する記述が多く、「授業実践能力」、「教師の心得」、「安全
管理能力」の順に続いている。実習生の学習指導における「授業運営能力」ついては、訪
問指導者と実習校側ともに着目していることが窺える。特に、表 1のように訪問指導者の
記述や実習校からのアドバイスにおいても、「授業運営能力」における保健分野の「今後の
課題」が顕著である。具体例にも、「教材研究が不十分で内容の理解が出来ていない。」や、
「指導案の作成ができない。」、「教科書の解説をするだけの一方通行の授業であった。」とあ
るように、保健分野の授業実施以前のマネジメント能力に課題が残ることが明らかにされ
た。保健分野の学習指導については、十分な授業運営能力が必要であり、実習中に身に付
けるものではない。これまでも実習前に、学生から保健分野に不安がある旨を聞いている。
今後はこれまで以上に保健分野の授業運営能力向上を目指していかなければならない。
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